
プロティノスの
「ヌースの対象はヌースの外にあるのではないこと、および
善者について」V-5-(32)

1
そもそも英知がー
ー真正の、真の意
味での英知がーー
いつか欺かれて、
有らぬものを思いな
すだろう、とだれか
が主張するだろうか

否、断じて。な
ぜなら、彼が無
知でありなが
ら、どうしてなお
英知でありうる
だろうか

III8、V8、V5、II9
は一連の著作であ
って、この四編を
一編の長論文とみ
なすこともできる

4�だから、彼は
常に知っていな
ければならない
し、忘れることも
決してないにち
がいない

5�そして、その
知は、彼が憶測
することによっ
て得られるもの
でも、疑わしい
ものでも、他者
からいわば伝聞
いよって得られ
るものでもあっ
てはならない

7�したがっ
て、それは
また論証に
よって得ら
れるもので
もない

7�というのも、た
とえ幾つかは論
証によるものだ
とだれかが主張
するとしても、そ
れでも何ほどか
のものは英知に
とって直接に明
白であらねばな
らないのだから

8�ただし、
われわれの
論によると、
すべてが
（英知にとっ
て自明）な
のだが

9�なぜな
ら、直接に
（明白な）も
のと直接に
でなく（明白
な）ものと
を、人はど
のようにして
区別するだ
ろうか

10�ともあれ、自明
だと論者が承認す
るものに関して、ど
こからそのト
・エナルゲス（明白
さ）が英知に生じる
と論者は言うのだろ
うか

11�どこか
ら、これはこ
のようであ
るのだという
保証が、英
知に提供さ
れるのだろ
うか

13�という
のは、感覚
される事象
のばあいに
も

ーーこれらこ
そ最も明白
な保証をも
っているよう
に思えるの
だがーー

その見かけの上での存
在が、もしかしたら対象
そのものの内にではなく
てパトス（感受状態）の内
に根ざすのではないかと
いう疑惑が生じるのだ
し、またその判定者とし
て英知あるいは理性をひ
つ調とするのである

16�それにまた、た
とえ感覚の把握す
るものが感覚対象
の内に存在すること
が承認されたとして
も、感覚によって認
識されるものは、事
物の似姿であり、事
物そのものを感覚
はとらえはしない

19�事物は
（感覚の）外
にとどまって
いるのだか
ら

20�さてそこで、英知は認
識しているのだと、しかも直
知されうるものを認識して
いるのだとすれば、もし一
方、英知が別のものとして
直知対象を認識するのであ
れば、どうして英知がそれ
らに出会うことができるのだ
ろうか

22�というの
は、出会わ
ないことも、
したがって
認識しない
こともありう
るのだから

22�それとも、
たまたま出会っ
た時にだけ英知
はそれらを認識
するのであrば、
常には認識をも
たないことにな
るだろう

23�だが、もし人び
とが、「英知は（対
象と）一つのくびき
につながれている
のだ」と言うのであ
れば、この「一つの
くびきにつながれて
いる」ということは、
何を意味するのか

24�そのうえ
また、そうだ
とするなら、
直知も印象
であるにす
ぎないことに
なるだろう

25�そして、
もしそうであ
れば、直知
はよそから
もたらされ
たものであ
り、刻印で
あるだろう

26�だが、い
ったいどうや
って、そのよ
うな印象が
刻印される
のだろうか

26�あるい
はまた、そ
のようなも
ののもつ形
象とは、どん
なものだと
いうのか

27�しかもま
た直知の働
きは感覚の
働きと同じ
ように、外部
のものを対
象とすること
になるだろ
う

27�また直
知はどこで
ちがうのだ
ろうか、より
小さい対象
を把握する
という点を
別にすれば

28�また、自
分が対象を
真に把握し
たことを、英
知はどのよ
うにして知り
うるのだろう
か

28�また、或る
対象が善である
ことを、あるいは
美であること
を、あるいは正
義であること
を、どのようにし
て英知がしりう
るだろうか

30�なぜなら、これ
らのそれぞれは彼と
は別のものであり、
依拠する判定原理
も彼の内にはなく
て、これらの原理も
外部に、そして真理
もそこにあるという
わけなのだから

32�さらに、かのも
のらもまた、知覚を
もたないものなの
で、生命と英知にあ
ずからないものであ
るのか、それとも英
知をもつものである
のか、どちらかであ
ろう

33�そして、もし
一方、かのもの
らが英知をもつ
のであれば、両
者がそこにあ
り、真理もそこに
あるであろう

35�そして、これが第一の英知
であり、この英知に関してわれ
われは探求するだろう、そこで
の真理はいかなるふうのものな
のか、そして直知されるものと
英知とは同じ所に同時にあると
しても、それらは二つのもので
異なるのか、それともどうなの
かを

38�他方しか
し、かのもらが
直知せず、生命
を欠く者である
とすれば、いっ
たい何であるの
だろうか

38�というのは、
無論かのものら
は<プロタシス
（命題）>ではな
く、また<アクシ
オーマ（思料）>
でも、<レクトン
（言表内容）>で
もないだろうか
ら

39�なぜなら、
かのものらもま
た他者について
語るだけであ
り、それ自身が
有るものである
のではないだろ
うから

41�たとえ
ば「正義は
美しい」と言
われるばあ
いに、正義
も美も別の
ものである
のだから

42�またもし「か
のものらは各個
が単一のもので
あり、正義と美
は互いに離れて
いるものである」
と論者が主張す
るのであれば、

第一に、直知される
ものは一つの何か
であるのではないこ
とになるし、一つの
ものの内にあるので
もなくて、それぞれ
が散らばっているこ
とになるであろう

43�だが、いっ
たいどこに、ど
のような場所を
占めつつ、かの
ものらは散らば
っているのだろ
うか

44�また、英知
は走り回りなが
ら、それらに出
或ることになろ
うが、いったいど
のようにして（出
会うのか）

45�どのよう
にして英知
が静止して
いることが
できようか

47�そもそも
また直知さ
れるものが
どのような
形や輪郭を
もっている
だろうか

47�それらが、
彫刻者や画家
の手に成る、金
その他の素材
で出来た、いわ
ば神像で、外に
置かれているの
ならば別である
が

48�しかし、
このばあい
には、観る
英知は感覚
にほかなら
ないだろう

49�さらにま
た、このよう
なものたち
の或るもの
は正義で、
他のものは
別のなにか
であるの
は、なぜか

51�しかしす
べてのうち
で最大（の
難点）はこの
ことである

51�すなわち、これらのもの
は外部にあり、そのようなふ
うにあるこれらを英知が観
照するのだと容認する人が
だれかあるにしてもこれら
のものの実相を英知が持
てないこと、そして彼が観
るすべてのものにおいて、
彼が欺かれることは必然で
ある

52�なぜな
ら、真正の
ものはかの
ものらであ
るだろうから

55�とすると英知
は、それらを持たな
いで、そのような意
味での<認識>にお
いてそれらの影像
をとらえることによっ
て、それらを観るこ
とになるだろう

56�したがって、英
知は真正のものを
持たないで、真実
のものの影像を自
分のもとに受け取る
ことによって、偽りの
ものを持ち、真実の
ものを何も持たない
ことになるだろう

59�さて、そこでもし
一方英知が、自分
は偽りのものを持っ
ていると知るのであ
れば、彼は自分が
真理にあずかってい
ないことを承認する
であろうし、

他方もしこのことす
ら彼が知らないで、
真実のものを持た
ないのに持っている
と思うのであれば、
彼の内には二重の
虚偽が生じるので、
彼は真理からはる
かに遠ざかることに
なろう

62�というのも、感
覚の内には真理で
はなく臆見が存す
る理由は、私の思う
には、ほかでもなく
て、感覚は受け取る
から、そしてまさに
それゆえにドクサ
（臆見）であって、

受け取られるも
の（印象）をそこ
から得るところ
のもとのものと
は別のものを受
け取るからであ
る

65�かくして、もし英
知の内には真理が
ないとすれば、こ
の、このような英知
が、真理でも、真実
の英知でも、そもそ
もまたかなる意味に
おいての英知でも
ないであろう

66�しかもま
た、真理が
どこかほか
の所にある
のでもない
だろう

2
だから、直知される
ものを外部に求め
てはならないし、有
るものたちからの印
象が英知の内に与
えられるだと言って
もならない

2�また英知から真理を
剥奪することによって、
直知されるものが認識
されえないような、ある
いは存在すらしないよう
な結果をもたらすべき
でもないし、さらにまた
英知そのものを滅して
もならないのである

5�否。いやしくも認
識と真理というもの
を承認すべきであ
り、有るものたちと、
有るもののそれぞ
れが何であるかの
認識とを守り抜かね
ばならないとすれば

ーーただし、それぞれがどんな
ものであるかの認識を、ではな
い。なぜなら、そのばあいだと、
われわれはそれぞれの有るも
のの影像と痕跡を保持するだ
けで、諸有そのものを持ち、そ
れらとともにあり、それらと融け
合っていることにはならないか
らーー

真正の英知
にはすべて
のものを与
えねばなら
ない

10�なぜなら、この
ようにして初めて、
英知は知るだろう
し、しかも本当の意
味で知るだろうし、
忘れることもないだ
ろうし、探しながら
歩き回ることもない
だろうから

11�そして、真理は
英知の内にあること
になろうし、英知は
諸有の座であるだ
ろうし、また生きて
いて直知するのだと
いうことになるだろ
う

13�これらす
べては、最
も清福な本
性のもとに
は当然存在
していなけ
ればならな
いのである

13�さもなけ
れば、価値
と尊厳がい
ったいどこに
ありうるだろ
うか

14�それに
また、このよ
うであれば、
しかじかで
あるというこ
との論証も
保証も（英
知には）不
要であるか
ら

15�なぜなら、
英知自身がし
かじかであるの
であるし、そし
て英知自身は
自身にとってエ
ナルゲース（明
白）だからであ
る

16�また、何かが彼
の上位にあるなら
ば、そのものから自
分が出ていることに
ついて、また何かが
かのものの下位に
存在するならば、彼
自身がそれである
ことについて

ーー実際、何者
も彼に関して彼
以上に確かであ
ることはできな
いのだからーー

また彼がか
の所で真の
意味におい
てこれであ
るということ
についても

19�したがって、
英知はまた本当
の意味での真
理であって、他
者にではなく
て、自己自身に
一致しているの
である

20�そして、
真理は自己
以外のこと
は何も語ら
ない

20�むしろ真理
は、それが語る
ところのもので
あるのだし、そ
れ自身が其れ
であるものを語
るのである

21�とする
と、だれが
反駁しうる
だろうか

21�いったい
どこからそ
の反駁をも
って来るの
だろうか

22�なぜな
ら、もって来
られたその
反駁は、初
めての論と
同じものに
帰するだろ
うから

24�たとえその
人が別の論だと
して持ち出すと
しても、それは
当初の論に帰
着し、それと同
一であるだろう

24�なぜな
ら、君は、真
実よりももっ
と真である
別のものを
見出すこと
はできない
だろうから

3
かくしてこれは，
つまり英知、す
べての有るも
の、真理は、わ
れあれの意見
では、一つの本
性なのである

そして、もし
そうであれ
ば、これは
或る偉大な
神である

2�いやむし
ろ、<或る>
ではなくて、
これらは<す
べて>であ
るとされる
のが至当で
あろう

3�そこでこ
の本性は神
であり、われ
われがかの
神を見る前
に現れ出る
第二の神で
ある

5�他方かの
神は、この
ように美し
い、いわば
基盤

ーーただし
これはかの
神に依存し
ているので
あるーー

の上に
座し、そ
こに鎮ま
り給うの
である

6�なぜなら、かの神
は何か魂のないも
のの上に、否、魂の
上にすら直接に立
つべきではなくて、
「途方もない美」が
露払いとして彼の
前を進まねばなら
ないからである

10�それはたとえれ
ば或る大王の行列
において、位の低い
者たちがまず先を
進み、彼らの後に順
次より偉い、いかめ
しい人たちが続き、
それから王の近臣
たち

ーー彼らは
すでにかな
り王者然と
した人たち
であるがー
ー

その後に王に次
いで高位の者た
ちがいて、これ
らすべての人た
ちの後に、いよ
いよ偉大な王自
身がこつ然と現
れ出るようなも
のである

13�そして、王
より先に姿を見
せた臣下の者
たちを見て満足
して、その場を
立ち去ってしま
ったのでない人
たちのみが、祈
りを捧げ、礼拝
するのである

15�ただし、このばあい
には、王と彼の前を進
む者たちとは互いに他
人であるが、他方かの
所での王は、無縁の者
たちを治めるのではな
くて、きわめて正当で自
然な支配権と真実の王
権をもっているのである

19�なぜなら、彼は真理
の王であり、彼自身が
産み出したものの総体
の、つまりかの神的な
組織の自然的な主人で
あり、王と諸王との王で
あり、彼こそが「神々の
父」呼ばれて、より正当
であるだろうから

21�あのゼ
ウスは、彼
をこの点で
も真似ただ
けである

22�つまりゼウスは，
自分の父のように
観照だけしているこ
とには耐え得ない
で、祖父（一者）の、
有を存在せしめた
いわば<活動>を模
倣したわけである

4
さて一へさかの
ぼらねばならな
いこと、ただしそ
れは真の意味
での一であり、
その他の諸事
物

ーー多であ
りながら、一
を分有する
ことによって
一である事
物ーー

が一であるという意
味でのそれではな
いこと、分有による
のでない一を、すな
わち一であるに劣ら
ず多であるようなも
のではない一をとら
えねばならないとい
うこと、

そして直知される世
界と英知は、その他
の者よりはより多く
一であり、他のいか
ならうものもそれ以
上には一者に近くな
いが、それでもそれ
は純粋に一でない
ことは、すでに述べ
られた

7�だが、純粋にか
つ真実に、そして他
者によらないで一で
あるものとは何であ
るのかということを、
われわれは今、もし
何とかしてそれが
可能ならば知りたい
ものだと切望する

9�だから、こ
こでまっしぐ
らに一に向
かわねばな
らない

原因の
説明と
しては
弱いの
ではな
いか

9�そして、もはや何もの
をも彼に付加してはな
らないし、ほんのわずか
でも彼から離れることを
恐れ、前へ進んで二に
すらも陥ってはならない
と恐れて、完全に静止
しなければならない

11�そうでな
いと、君は
二をつかむ
だろう

11�それも、
その内に一
者が含まれ
ている二で
はなくて、ど
ちらもが後
のようなも
のであるよ
うな二を

13�なぜな
ら、かの一
者は他者

ーーそれが
一つであろ
うと幾つで
あろうとーー

と一緒に数
え合わされ
ることを欲し
ないし、そも
そもまた数
えらることを
も欲しない
のだから

13�なぜなら、かの
もの自身が測るも
のであって、測られ
るものではないし、
他のものたちと一緒
にいることができる
ような、他のものた
ちと同等のものでは
ないのだから

15�そうでないと、
かのものと、一緒に
数え合わされるもの
たちとの上に、共通
の何かが存在する
ことになり、このもの
のほうがかのものよ
りも先のものだとい
うことになるだろう

16�しかし、
何ものも（か
のものより
先で）あって
はならない
のである

18�というのは、
かのものは実体
的な数とさえ
も、無論またそ
れより後の数、
つまり量的な数
とも呼ばれえな
いのだから

19�実体的な数
とは、<有る>を
常に提供してい
る数で、量的な
数とは、他の事
物と一緒になっ
て量を提供する
数である

20�あるい
はまた、そ
れが数であ
るばあいに
は、他の事
物と一緒に
ではなしに

22�というの
は、量的な
数において
もまた、そ
れらの始原
である一に
したがって
いる本性が

ーーこの本性
は、より上位の
数の本性を、つ
まり真実の一に
したがっている
本性を模倣して
いるのだがーー

存在を保持するの
は、あの一を消費す
ることによってでも、
切り刻むことによっ
てでもなくて、二が
生じるばあいには、
二の上位にモナス
（単子）が存在して
いるのである

25�この単
子は、二の
内にある単
子のそれぞ
れでも、どち
らか一方だ
けでもない

26�なぜな
ら、どちらを
むしろそれ
だと言える
だろうか

27�だから、そ
れらのどちらで
もないとすれ
ば、あの一は別
のもので、それ
が本来とどまっ
ている所に依然
としてとどまって
いる一である

27�しかしそ
れでは、こ
の一たち
は、どういう
意味で別の
ものなのか

27�また、ど
うして二が
一であるの
か

28�また、
（二の内に）
含まれてい
る単子のそ
れぞれを成
すものは、
同じ一であ
るのか

29�いや、そ
れらは、第
一の単子を
分有してい
るのだと言
うべきであ
る

30�そして、
それらはそ
れらが豊𩜙
している単
子とは別の
ものである

30�そして
二もまた、
一つである
限りは、（一
性を）分有し
ているのだ

31�ただ
し、同じ
意味に
おいて
ではな
いが

31�というの
は、軍隊と
家にしても、
同じ意味で
一であるの
ではないの
だから

32�後者も、連
続的なものとし
て見るならば、
本質的にも、一
つのものではな
いし量的にも一
つのものではな
いのだから

34�では一方、
五の内の単子
と、十の内の単
子とは、互いに
異なっている
が、他方、五を
まとめる一と、
十をまとめる一
とは同じものな
のか

36�いや、もしすべての
船がすべての船とーー
小さい船が大きい船と
でもーーまたすべての
国がすべての国と、そ
してすべての軍隊がす
べての軍隊と同じもの
であるのならば、

このばあいにも
すべての一は同
じものであるだ
ろうが、他方、も
し先のばあいに
同じでないなら
ば、このばあい
にも同じではな
いだろう

だが、このこ
とに関する
幾つかの困
難は、後で

5
しかし、かの
ものにもどら
ねばならな
い。そしてこ
う言うべきで
ある

第一のもの
は、他のも
のがそれか
ら生じるば
あいでも、
同一のもの
として静止
しているの
だ、と

3�さてそこで、一方、数
のばあいには、一は静
止していて、何か他の
ものが働いて、このもの
によって数が生じるの
だが、他方、有るものの
ばあいには、はるかにそ
れ以上に、一者は有る
ものたちの先に静止し
ているのである

6�そして、有るもの
たちがかのものによ
って生じるばあい
に、他のものが働く
のではなくて、かの
ものだけで、有るも
のを生みだすのに
十分なのである

8 そして、ちょう
どあのばあい、
つまり数のばあ
いに、第一のも
のーーすなわち
単子ーーの形
相がすべての
数に臨んでいる

［ただし、第一
次的に、あるい
は第二次的にと
いうふうに臨ん
でいて、単子の
後のものたちの
それぞれが平
等に単子を分有
しているのでは
ない］

ように、同様にこの
ばあいにも、第一位
のものの後のもの
たちのそれぞれは、
かのものの何か、い
わば形相のようなも
のを自己の内に持
っているのである

13�そして、先の
（量的な数の）ばあ
いには分有がそれ
らの数の量を成立
せしめたのに対し
て、後の（有るもの
の）ばあいには、分
有はそれらの有性
を成立せしめたの
である

14�かくし
て、<有る>
は<一>の
痕跡なので
ある

14�そして、この<エイ
ナイ（有る）>という語は
ーーこれは有性をあら
わす名称だがーー<ヘ
ン（一）>という語から派
生したのだとだれかが
言うならば、おそらく彼
は真実を言い当てたの
であろう

18�というのは、この<有るもの
>と言われるものは、かの所か
ら最初にいわば少しだけ前へ進
み出て、それ以上は前進するこ
とを望まないで、内側へ向き直
ってエステー（立ち止まり）、こ
のようにして、すべての有るも
のたちの有性、つまりヘステイ
ア（炉）になったのである

有性をヘ
ステイア
（炉）にたと
えることに
ついては、
『クラテュ
ロス』
401cを参
照

20�それはあたかも
音声のばあいに、発
声者が声に力を込
めるならば、<オン
（有るもの）>という
語が<ヘン（一）>と
いう語になるような
ものである

21�これは、有
るものが一者か
ら出て来たこと
を、音声ができ
る限り標示して
いるわけである

23�まさにその
ように、生じたも
の、つまり有性
と<有る>は、か
のものの力から
流れ出たので、
かのものを模倣
しているのであ
る

24�他方、有性は、その
光景に動かされて、自
分が見たものを真似し
ようとして、<オン（有る
もの）><エイナイ（有
る）><ウーシアー(有
性)>および<ヘステヒ
ア（炉）>という語を発し
た

一者を表
現しようと
して（一者
を表す言
葉は本来
存在しない
ので）

26�というの
は、これらの
音声は

−ーあの発
声者はあこ
がれによっ
て生成した
のだがーー

その生まれ
たものの成
立を表現し
ようとしてい
るのである

27�有るも
のの由来を
できるだけ
如実に写し
出すことに
よって

6
いや、しかし
こういうこと
は、人が言
いたいよう
に、言われ
てよい

他方しか
し、生まれ
出たウーシ
アー（有性）
は形相であ
るから

しかし、それは或る
形相ではなくて［そ
うであれば、その他
の形相を何か取り
残すことになるだろ
うから］、全形相で
あるのだから、かの
もの自身は無形相
であることが必然で
ある

−ーなぜな
ら、かの所
から生まれ
たものを、
それ以外の
何かだとは
だれも言う
ことはできま
いーー

5�しかし無
形相であれ
ば、実有で
はない

5�なぜな
ら、実有は<
トデ・テイ
（この或るも
の）>と言え
るものでな
ければなら
ないから

6�とすると、
それは一定
のものであ
る

6�他方、か
のものは<こ
の或るもの
>としてはと
らえられえ
ない

7�なぜなら、そ
れだともはやか
のものは始原で
はなくて、<この
もの>であると
君が言った、ま
さにそれだけの
ものであるだろ
うから

8�だから、生ま
れたものの内に
はすべてのもの
が含まれている
のだとすれば、
かのものが、こ
のものの内のど
れであると君は
言うことができ
ようか

9�しかし、かの
ものはこれらの
どれでもないと
すれば、かのも
のはこれらのか
なたにあると言
われるほかはな
いだろう

10�ところ
で、これらと
は、<オンタ
（有るものた
ち）>と<オ
ン（有）>と
である

11�したがっ
て、かのも
のは有のか
なたにある
わけだ

11�というの
は、<有の
かなたのも
の>は<この
もの>を意
味しないし

−ーなぜな
ら、それは
何も定立し
ないのだか
らーー

またそれは
かのものの
名前をあら
わしている
のでもなく
て、単に<こ
れではない
>と告げて
いるだけで
あるから

14�もしそれ
がそういうこ
とをしようと
しても、かの
ものを決し
て包括でき
ない

15�というの
も、あの広
大無辺の本
性を包括し
ようと求める
のは、こっけ
いである

15�なぜなら、そう
いうことをしようと求
める人は、自分が
かのものを追跡す
る道へ、いかなるふ
うにでも、ほんのわ
ずかでも入ることを
自ら妨げたのである
から

19�否、あたかも直
知される本性を観
ようと欲する人が、
感覚対象のいかな
る表象ももたない
で、感覚されうるも
ののかなたにあるも
のを眺めるであろう
ごとくに、

そのようにま
た、直知対象の
かなたのものを
眺めたいと望む
人は、一切の直
知対象を放棄し
たうえで眺める
べきであろう

21�つまり彼は、か
のものが存在すると
いうことは、これによ
って悟るのだが、か
のものがどのような
ものであるかは、こ
れを投げ捨てること
によって会得するの
である

23�ただし、
この「どのよ
うな」も、実
は<どのよう
でもない>と
いう意味で
あろう

23�なぜな
ら、<何か或
るもの>です
らないもの
には、<どの
ような>も付
着していな
いだろうから

24�しかしわれわれは、われわ
れ自身の陣痛のために、何と
言い表すべきか困り果てながら
も、語られえないものについて
言表わし、可能な限りで互いの
間で表現しようと欲して、（かの
ものを有のかなたのものとか、
一者とかと）名づけるのである

26�そして、
おそらくは<
一者>という
この名称に
しても、多の
否定を意味
するのみで
ある

26�だからこそ、
<アポロン>とい
う神名で、ピタ
ゴラス派が符牒
的に互いの間で
表現したわけ
で、これは、多
の否定を意味
するのである

接頭語<ア>は
否定や欠如を
意味しうるの
で、<アポロン
>は多（ポラ）
の否定を意味
する

29�他方、もし、<一
者>が定立する意
味をもつのだとすれ
ば、この名称も、こ
れによって言い表さ
れる当のものも、人
がかのものに名前
をつけないでおくば
あい以上に不明瞭
なものとなるだろう

30�というのは、お
そらくこの名前がつ
けられた目的は、探
求する人が、絶対
的な単一性を意味
するこの名前から出
発して、最後にはこ
れすらも否定するた
めなのである

33�というのは、
この名称は命名
者によって可能
な限りうまくつけ
られてはいるの
だが、それでも
かの本性を言い
表すには、これ
すらも不十分だ
からである

35�なぜなら、かの
ものは聞かれうるも
のでなく、聞く者に
理解されうるもので
もなくて、もし何者
かによってだとすれ
ば、見る者によって
理解されるのだから

37�ただし、
見る者が形
相を見よう
と求めるの
であれば、
この者も見
ることはでき
ない

7
いや、それ
とも<現実に
見る>という
ことも、目の
ばあいと同
様に、二様
の意味をも
つので

ーーというのは、一つの意
味では、目の見るものは感
覚対象の形相であるが、別
の意味では、それは目がそ
れによって感覚対象の形相
を見るところのものであり、
これ自身も目にとって感覚
対象であるが、形相とは異
なるもので、形相が見られ
る原因である

5�そして、こ
れは、形相
の内に、ま
た形相の表
にあるものと
して、一緒
に見られる
のである

6�だからこ
そ、それ
（光）は、そ
の時には、
自己が明瞭
に知覚され
ることを許さ
ないのであ
る

7�目は光で
照らされて
いるものの
ほうへ向け
られている
からである

9�しかし、そ
れのほかに
他の何もの
も存在しな
いばあいに
は、目は視
線を集中し
て直視する

10�ただしこ
のばあいで
も、目は他
者の上によ
りかかって
いる光を見
るのである

10�もしも光
が単独にな
り、他のもの
のもとにある
のでないば
あいには、
感覚はそれ
をとらえるこ
とができな
い

11�というのは、太
陽のばあいでも、そ
れの内の光は、もし
この光の下により固
い物塊が横たわっ
ていなかったなら
ば、おそらく感覚を
逃れたことであろう
から

13�しかしもし
だれかが、太陽
は全体が光で
あると主張する
ならば、このこと
を、言われてい
ることの意味を
説明するために
役立てることが
できよう

14�なぜなら、
光は、その他の
見られうるもの
に属するいかな
る形相の内にも
なくて、おそらく
はただ単なる見
られうるもので
あるだろう

15�というの
は、その他
の見られう
るものは、
単なる光で
はないのだ
から

17�さて、英
知の視覚も
同様の事情
にある

17�すなわち、この
視覚も別種の光の
助けを得て、かの第
一の本性によって
照らしだされたもの
たちを見るのだし、
これらの内にある限
りで、見るのである

19�しかし英知
の視覚は、照ら
されているもの
たちの本性へ傾
いている時に
は、あの光その
ものを比較的わ
ずかしか見ない

20�これに反し
て、かの視覚が
見られる対象を
打ち捨てて、そ
れの助けで見た
ところのものそ
のものを注視す
るならば、光と
光の源を見るこ
とができよう

23�だが、英知
がこの光を外に
あるものとして
眺めてはならな
いので、もう一
度目（のたとえ）
を取り上げねば
ならない

24�すなわち、目に
しても時折は、外部
の光も他者の光を
見ないで、外の光を
見る前に、自己固
有の、もっと輝きの
強い一種の光を瞬
間的に視ることがあ
る

25�つまり、あるいは夜に暗闇
の中で目自身から光が飛び出
すばあいとか、あるいは目が他
の者を何も見たくなくて、自分
の前にまぶたを下ろすが、それ
にもかかわらず光を発するばあ
いとか、あるいはまた目の持ち
主が目を圧迫する時にも、目は
自己の内の光を見るであろう

29�というのも、
その時には、目
は見ないで見る
のであり、その
時こそ最もよく
見るのだから。
なぜなら、光を
見るのだから

30�その他
のものは、
光に類する
ものではあ
ったが、光
ではなかっ
たのである

32�同様に英知も、自己を
他のものから覆い隠して、
内部へ導くならば、何もの
をも見ないで、光を、他者
の内にあるよその光ではな
くて、純粋単独で、それ自
体としての光が、それ自身
だけで忽然と現れ出るのを
眺めるであろう

34�かくして、ど
こからそれが現
れたのか、外か
ら内からか解せ
ないので、その
光が去ってから
英知はこう言う
ことになる

35�「してみ
ると、あれは
内にあった
のだ。そし
てまた内に
はなかった
のだ」と

9
すべて他者によ
って生じたもの
は、それを作り
出した他者の内
にあるか、それ
とも別の他者の
内にある

［もしもそれを作
り出したものの
後に何かが存
在するならばだ
が］

2�なぜなら、そ
れは他者によっ
て生じたのであ
り、生じるために
他者を必要とし
たのだから、あ
らゆるばあいに
他者を必要とす
るのである

4�そしてま
さにそれゆ
えに、それ
はまた他者
の内にもあ
るわけだ

5 さてそこで、最下位のも
のは、<自分の前までで最
下位のもの>の内にあるべ
く、また後者はその前のも
のの内に、そして或るもの
は他のものの内にあるべく
生まれついていて、かくして
始原である第一位のものに
まで至る

8�しかし始原
は、自己の前の
ものを何ももた
ないので、それ
の内にあるため
の他者を有しな
い

9�そして、
それの内に
あるための
ものをもた
ないので

ーー他の有
るものは自
分の前のも
のの内にあ
るからーー

かの始原そ
れ自身が他
の一切のも
のを包んで
いる

10�しかし、
包みながら
も、それらの
内へ散逸す
ることはな
い

11�そして
保持される
ことなしに
保持してい
るのである

一者はどこかにいるのではないゆえに、あらゆる所に存在する
12�ところ
で、
保持してい
て、それ自
身は保持さ
れないの
で、かのも
のがいない
所はないわ
けだ

12�なぜな
ら、かのもの
がいないな
らば、保持し
ないはずだ
から

12�しかしま
た、保持さ
れないなら
ば、いないこ
とになる

13�したがっ
て、かのも
のは、存在
して存在し
ないことに
なる

14�つまり、包まれない
ということからすれば、
存在していないのであ
るし、あらゆるものから
自由であるということか
らすれば、いかなる所に
おいても存在することを
妨げられないわけであ
る

15�なぜなら、もしかのもの
が妨げられるのであれば、
他者によってさえぎられる
わけで、そこから後のもの
はかのものにあずからず、
神はここまでということにな
るし、それにまたかのもの
は自立しているのではなく
て、後のものに隷従するこ
とにもなるだろう

18�さてそこで、
何かの内にいる
ものは、それが
現にいるその所
にいるのだが、
他方、どこかに
いるのではない
ものは、いない
所がない

19�なぜなら、その
ようなものが仮にも
しここにはいないと
すれば、どこか他の
場所がそれを包容
しており、それはそ
こに、他者の内にい
ることは明瞭であろ
う

20�したがって、<ど
こかにいるのではな
い>が真であり、<ど
こかにいる>が虚偽
であるとすれば、か
のものは何ものから
も離れ隔たらないで
あろう

22�そしてかのもの
がどこかにいるので
はなくて、何ものか
らも離れ隔たらない
ならば、かのものは
あらゆる所に自立し
て存在するであろう

24�というのも、
かのものの或る
部分がここに、
他の部分があ
そこに、というふ
うに存在するわ
けでもないのだ
から

25�しかし、
かといって
また、かの
のの全体が
ここにあるの
でもない

25�したがって、
かのものはあら
ゆる所に全体と
して存在するの
であり、何もの
もかのものを保
持せず、しかも
また保持しない
ものはない

27�とする
と、あらゆる
ものが保持
されている
わけだ

28�ま
た、君は
世界を
みたま
え

28�この世界の
前には、いかな
る世界もないの
で、この世界そ
のものは世界の
内にはないし、
場所の内にもな
い

28�なぜな
ら、世界が
存在する前
に、どのよう
な場所があ
るだろうか

29�他方、
諸部分は、
この世界に
依存し、こ
れの内にあ
る

30�また魂
は、この世
界の内にあ
るのではな
くて、世界こ
そが魂の内
にある

30�というの
は、肉体も
魂にとって
場所ではな
いのだから

31�むしろ
魂は英知の
内に、肉体
は魂の内
に、そして
英知も他者
の内にある

32�そして、
この他者に
は、それが
その内にあ
るための別
のものは、も
はやない

32�したがっ
て、かのも
のはいかな
るものの内
にもないの
だ

32�したがっ
て、かのも
のはいかな
るものの内
にもないの
だ

33�だから、
その意味で
は、かのも
のはどこに
も存在しな
いのだ

34�では、そ
の他のもの
はどこに存
在するの
か。かのも
のの内にだ

34�したがって、か
のものは他のもの
から隔たってもいな
いし、かのもの自身
がそれらの内にある
のでもなく、また何
ものもかのものを保
持してはいない

36�むしろ、
かのものが
他のすべて
のものを保
持している
のだ

36�それゆ
えに、まさに
この意味
で、かのも
のはすべて
のものの善
なのである

37�すなわ
ち、すべて
のものはあ
り、かのもの
に依存して
いる

−ーただ
し異なる
者は異
なるふう
にーー

という意
味で

38�だからこ
そまた、或
るものは他
のものよりも
善いもので
ある

39�或るも
のは他のも
よりも、より
多く有るも
のだからで
ある

より多く有
るとなぜ、
善、である
のか？

英知は自己の非英知によって自己全体を向けて一者を直知する

8
いやむしろ、
どこからを
尋ね求めて
はならない
のだ

1�なぜな
ら、そもそも
<どこから>
ということが
ないのだか
ら

2�というのは、
あの光はやって
来るのではない
し、どこへも立ち
去るのではんく
て、見えたり見
えなかったりす
るだけなのだか
ら

3�だから、
それを追い
かけるべき
ではなくて、
それが見え
るまで静か
に待たねば
ならないの
だ

4�観照者と
しての用意
を自分にさ
せたうえで

4�それは、
たとえば目
が日の出を
待っている
ようあもの
でる

5�そし
て、後者
は水平
線上に

−ー詩人た
ちのことば
では「オー
ケアノス（大
海原）から」
ーー

現れ出て、
その姿を眺
めることを
目に許すの
である

8�しかし、
太陽が真似
ているかの
者は、どこ
から昇って
来るのだろ
うか

8�また
何を超
えて現
れ出る
のだろう
か

10�いやそ
れは、眺め
ている者で
ある英知自
身を超えて
昇って来る
のである

10�というの
は、英知は
美以外の何
ものをも注
視しない
で、観照の
ために立ち
止まってい
るだろう

11�そちらへ
自己の全体
を向け、捧
げながら

12�そして、
いわば力に
満ちてしっ
かりと立ち、
まず最初に
自分自身が

−ーかの者
に近づいて
いるのでー
ー

より美し
くなり、
輝いて
いるのを
見る

14�他方、
かの者は、
人が期待し
たように、そ
こへやって
来るのでは
なくて、来
ない者とし
て来るので
ある

15�なぜなら、
かの者は来た
のではない者と
して、あらゆるも
のよりも先に、
英知が来るより
も先に、そこに
見られたのであ
る

16�来た者
はむしろ英
知のほうで
あり、去って
行く者も英
知である

17�彼は自
分がどこに
とどまるべき
か、またどこ
にかの者が
とどまってい
るかを知ら
ないからで
ある

18�というの
は、かの者
は何ものの
内にも存在
しないのだ
から

19�だから、
仮にもし英
知自身も、
どこにもとど
まらないこと
ができたな
らば

−ー場所にとい
う意味ではな
い。英知自身も
場所の内にはい
ないのだから。
そうではなく
て、およそどこ
にも、という意味
であるーー

英知はかの
者を常に眺
めていること
であろう

21�いやそ
れどころか、
眺めるので
はなくて、英
知はかの者
と一つであ
り、もはや二
つではない
であろう

22�しかし、
実際には彼
は英知であ
るので、眺
める時には
あのような
ふうに眺め
るわけだ

23�自
己の非
英知（的
部分）に
よって

24�さて、かの者が
来ないのにそこにい
るのはどうしてか、
またどこにもいない
で、どこにもいない
処がないのはどうし
てか、まことに驚く
べきことである

25�しかし当初
にはこのように
驚嘆することが
できようが、知
った人には、も
し逆であったば
あいにこそ、驚
かねばならない
だろう

26�いやむしろ、
人が驚かねば
ならないような
逆のばあいは、
可能ですらない
のである

26�その事
情は次のよ
うである

「かのもの」は中性名
詞であり、「かの者」は
男性名詞である

一者は全体として見なければならない

10
しかし、どう
か君は、か
のものを別
のものを通
して見ること
のないよう
にしてくれ
給え

1�そうでな
いと、君は
かのものそ
のものをで
はなくて、痕
跡を見るだ
けだろうから

2�むしろ、
次のような
ものは何で
あろうかと
考え給え

3�すなわち、自立して
存在し、純粋で何もの
にも混じらず、すべての
ものがそれにあずかる
が、何ものもそれを保
持しないもの、そのよう
なものとして把握されう
るものは何であるか、と

4�というのは、
他の何ものもそ
のようなもので
はないが、しか
しそのようなも
のが何か存在し
なければならな
いのだから

6�しかし、だ
れがそのよ
うなものの
力を、その
全体をひっ
くるめてとら
えうるだろう
か

6�なぜな
ら、全体を
ひっくるめて
だとすると、
その人はか
のものとどこ
がちがうだ
ろうか

7�とする
と、部分
的に（と
らえる
の）だろ
うか

7�いや、君
が眼差しを
向ける際に
は、一挙に
眺めにばな
らないだろう

7�ただし、
全体を君が�
（君自身に）
報告するこ
とはできな
いだろうが

8�そうでな
いと、君は
直知する英
知であるに
とどまるだろ
う

9�そし
て君が
出会っ
ても、か
の者は
君を避
けるだろ
う

10�いや
むしろ、
君が彼
を避け
るわけ
なのだ

11�だか
ら君は、
見る時
には、全
体を見
よ

一者は善である

11�他方、しか
し君が直知する
時には、君がか
の者のどの部分
を記憶にとどめ
て直知するにせ
よ、善であると
考え給え

12�なぜなら、かの
者は「思慮深い生
の」、つまり英知的
な生の原因者であ
り、つまり力であり、
生命と英知が、また
およそ実有と有るも
のとに属するすべて
が彼から発するの
だから

14�ま
た、一で
あると

14�かの
者は単
一で、
第一位
のもの
なのだ
から

14�ま
た、始原
であると

15�かの
者から
すべて
が（生じ
たの）だ
から

15�また
かの者
から第
一の動
きが起
きたし

ーーとい
うのは、
かの者
の内で
ではな
いのだ
からーー

かの者
から静
止がは
じまった
のであ
る

16�とい
うのは、
かの者
自身は
必要とし
なかっ
たのだ
から

17�なぜ
なら、か
の者は
「動きも
せず、と
どまって
いもいな
い」のだ
から

18�というのも、
そもそもかの者
は、そこにとどま
るための場所
も、そこで動く
ための場所をも
もっていないの
だから

19�なぜな
ら、いったい
何のまわり
を、あるい
は、何に向
かって、ある
いは何の内
で

19�かの
者自身
が第一
のもの
である
のに

20�しかもま
た、かの者
は限られて
もいない

21�なぜな
ら、かの者
がどこへ、あ
るいは何を
獲得するた
めに、進出
する必要が
あっただろう
か

20�なぜ
なら、何
ものによ
って

20�ただ
し、かの
者は大
きさとし
て無限
である
のでは
ない

22�かの
者は何
も必要と
しないの
に

22�だが、
かの者は力
に関して無
限性をもっ
ているので
ある

23�なぜな
ら、かの者
は決して変
化しないし、
尽きることも
ないだろう
から

23�そもそも
また尽きる
ことのない
ものは、彼
によってだ
から

11
そして、この無限性が
かのものに属するの
は、かのものが一より多
いものではないこと、ま
たかのものの何らかの
点がそこへ境を接する
ようなものをかのもの
がもたないことによるの
である

なぜなら、
かものは一
であるの
で、測られ
ないし、数に
落ち込む
（二以上に
なる）ことも
ない

3�したがっ
て、他者に
対しても自
己に対して
も境を接し
ていない

3�というの
は、もしそう
であれば、
かのものは
二つである
ということに
もなるだろう
から

4�だから、
かのものに
は形もない
しーーなぜ
なら部分も
ないのだか
らーー姿も
ないのであ
る

6�だから、
君は死すべ
き目でこの
ものを、この
論が語って
いるようなも
のを探し求
めるな

6�そして、すべ
てのものが感覚
されうるものだ
と人がみなすこ
とになるであろ
うような仕方
で、かのものが
見られうるとは
考えるな

8�これらを
有ると想定
する人は、
最高に有る
ものを否定
しているの
だ

9�というの
は、人が最
も有ると信
じるものが、
最も有らぬ
ものなので
ある

9�そして、
大きいもの
は、劣ったも
のなのであ
る

10�他方、
第一のもの
は、<有る>
の始原であ
り、しかもま
た実有より
優れたもの
である

11�したがっ
て、あの見
解を転倒さ
せねばなら
ない

11�そうでな
いと、君は
神を失って
取り残され
ることになる
だろう

14�その様子は、た
とえば祭礼の時に、
「食い意地が張って
いるために」、神神
の所へ行く人びとは
摂取するのを許さ
れないもので自分
を満たして、

祭りがそのために行
なわれるべきである
ところの当のその神
を見ることよりも、こ
れらのほうがより明
瞭であると信じる者
たちが、そこでの神
事に参加しなかった
ようなものである

第一のも
のは論理
的帰結ゆ
えに始原
であるので
はなくて、
信ずるべき
神であると
言うのだろ
うか

プロティノ
スの哲学
的スタンス
に宗教的
スタンスも
含まれてい
るのだろう
か？

17�というのは、この
神事においても、か
の神は見られない
ために、このことが
肉によって見えるも
のだけを明瞭だと
信じる者たちに不信
の念を抱かせて、
神は存在しないと
思わせるのである

教父の論
のようだ

18�その様子は、たとえば仮に
もし或る人びとが一生の間眠っ
ているとして、彼らが夢の中で
見たものを、これらこそ信頼さ
れうる明瞭なものだと信じ、も
しだれかが彼らを目覚めさせて
も、開かれた目に見えるものを
信用しないで、再び眠り込むよ
うなものである

12
だが、それぞれ
のものを、それ
を近くするのに
ふさわしいもの
で把捉しなけれ
ばならない

2�目では或
る種のもの
を、耳では
別種のもの
を、そしてそ
の他のもの
をも同様に

3�また、英
知では別種
のものを見
るのだと信
じねばなら
ない

3�そして、<
ノエイン（直
知する）>こ
とを、<聞く
>ことあるい
は<見る>こ
とであると
信じてはな
らない

4�それだと
まるで耳に
見よと命じ、
そして音声
は見えない
から存在し
ないと信じ
るようなもの
である

6�また次の事実を、
すなわち人びとが
自分が最初から現
在まであこがれ、求
めて来たまさにその
ものを忘れているの
だ、ということを考
慮しなければならな
い

7�というのは、すべての
ものがかのものにあこ
がれ、自然の必然によ
ってかのものを求めて
おり、かのものなしには
自分が存在することが
できないのを、いわばう
すうす感づいているの
だから

10�また、一方、美を知
覚し、驚きに打たれ、そ
して愛が呼び起こされ
るのは、いわばすでに
知っており、目覚めてい
る人のばあいである
が、他方、善は生来本
具の希求に対して、は
るか昔から現前してい
るので、

眠っている
状態の者に
も現れてお
り、それを見
る人びとを
驚嘆させも
しない

善は形相
ではあるが
希求される
ものであろ
うか？

13�かのも
のはいるも
一緒にい
て、思い出
す必要すら
もついぞな
いからであ
る

13�ただし、
人びとはか
のものを見
ないのであ
る

14�かのも
のは現前し
てはいる
が、人びと
は眠ってい
るからであ
る

15�そして、
美への愛
は、それが
現前する時
に、苦痛を
感じさせる

15�なぜな
ら、人びとが
美を見た時
にそれを希
求しなげれ
ばならない
からである

16�さて、この愛は
二番めのもので、す
でにかなり分ってい
る人のものであるか
ら、それは美も二番
めのものであること
を知らせているのだ
が、

他方、この愛よ
りも古くて意識
されない希求
は、善もまたさ
らに古く、さらに
先のものである
ことを告げてい
るのである

20�そして、す
べての人が、善
を得た時に、自
分はすっかり満
ち足りたと思う
のである

20�なぜな
ら、とうとう
テロス（目
的）に到達し
たのだから

21�これに反して美
は、必ずしもすべて
の人がそれを見る
のではないし、また
見ても、美は美自
身のために美しい
のであって、自分た
ちのためにではな
い、と考える

22�ここでの
美しさにして
も同様だ
が。なぜな
ら、美はそ
れを所有す
る人のもの
なのだから

24�それに
また人びと
には、自分
が実際に美
しくはなくて
も、美しいと
見えれば十
分なのだ

24�他方、し
かし善をみ
かけ上だけ
でもつこと
を、人びと
は望みはし
ない

25�というの
も、彼らは第
一のものに
関しては極
力努めるの
だが、美に
対しては、
むしろそれ
と張り合って
争う

27�これは、
美にしても
自分たち同
様に生まれ
たものであ
る、と彼らが
考えるから
である

27�これは
たとえれ
ば、ある王
の末裔の者
が、王のす
ぐ後の者と
等しい位階
をもちたいと
望むような
ものである

28�つまり善者は、後者
も自分と同一の先祖か
ら生まれたのだと考え
るわけだが、彼に分って
いないのは、なるほど彼
自身も王の血筋をひく
が、しかしかの人は彼
よりも先の人だという事
実である

31�ところで、この迷妄
の原因は、双方ともが
同一のものにあずかっ
ていて、この一つのもの
が双方よりも先にあるこ
と、そしてまたあのばあ
いにも、善自身は美を
必要としないのに、美は
かのものを必要とする
という事実である

34�そして、一方は
穏やかで柔らかで、
より優しくて、人が
欲するままに彼のそ
ばに寄り添ってくれ
ているが、他方は驚
嘆と動転と、苦痛の
混じった快楽とをも
たらす

36��しかも
また、それ
は（善を）知
らない人び
とを善から
引き離すの
である

36��ちょうど
恋の対象が
父から引き
離すように

37�なぜ
なら、前
者のほう
が若い
からであ
る

37�ただし、
善が年嵩で
あるのは、
時間の点で
ではなくて、
真実性にお
いてである

39�善は
だからま
た、より
先の力
をもって
いる

39�なぜ
なら、あ
らゆる力
をもって
いるの
だから

39�他方、善の後の
ものは、あらゆる力
をではなく、それが
かのものの後にある
限りで、そしてかの
ものに由来する限り
で、それ相応の力
をもつだけである

42�した
がって、
彼は、こ
の力の
支配者
である

42�だが彼は、
彼から生じたも
のたちを必要と
せず、この生じ
たものの全体を
そっくり打ち捨
てている

43�彼はこれを
全然必要とせ
ず、彼自身はこ
れを産出する以
前と同じままの
者なのだから

44�なぜな
ら、これが
仮に生じな
かったとし
ても、彼は
全然気にし
なかったで
あろうから

45�というの
も、たとえこ
れとは別の
ものが彼か
ら生まれる
ことができ
るとしても、
彼は妬みは
しないであ
ろうから

46�ただし、
実際には、
何ものも生
じることはで
きないので
ある

46�なぜな
ら、すべて
のものがす
でに生まれ
ていて、生
まれなかっ
たものは何
もないのだ
から

47�しかし、
彼自身は<
すべてのも
の>（多）で
はなかった

48�もしそう
であったら、
彼はそれら
を（自己の
部分として）
必要とした
ことであろう

48�だが、彼はすべて
のものを超越したもの
であったので、それらを
作り出すこともできた
し、それらをそれら自身
だけで存在するに任せ
て、彼自身はそれらを
超えていることもできた
のである

V-4-(7)-1-38では、
「というのは、かのもの
から（何かが生まれる）
ということは必然なの
だから」とあるから、一
者は自由意志がある
のだろうか？ないのだ
ろうか？

13
なおまた、彼は
善そのものであ
って、善いもの
ではないので、
自己の内に何も
のをも持ってい
てはならない

2�なぜな
ら、彼は善
いものをす
ら持ってい
ないのだか
ら

2�というのは、彼が何かを
持つとすれば、それを善い
もの、あるいは善くないもの
として持つはずだが、しか
し本来の意味での善、第一
義的な善の内には、善くな
いものはありえないし、また
善が善を<持つ>わけでも
ない

5�そこで、
善は非善も
善も持たな
いとすれ
ば、それは
何も持たな
いのである

6�しかし、
何も持たな
いのであれ
ば、善は単
独で、他の
ものから孤
立している
のだ

7�かくして、
その他のも
のは善いも
のである

−ーしかし
善そのもの
ではないー
ー

か、それとも善くな
いものであるかのど
ちらかであり、だが
彼はこのどちらも持
たないとすれば、彼
は何ものをも持たな
いで、<何も持たな
い>ゆえに善である

10�それゆえ、もし
だれかが彼に何ら
かのものを、実有で
あれ英知であれ美
であれ付加するな
らば、付け足すこと
によって、かえって
彼から善そのもの
であることを奪い去
ることになるだろう

11�それゆえ人は、
彼からすべてを取り
去り、彼に何ものを
も述語せず、あたか
も何かが彼のもとに
あるかのように虚言
しないで、<エステ
イン（ある）>を放り
出してしまわねばな
らない

14�彼のもとに
ないものを何一
つ（あると）誣告
してはならぬ

15�それはたとえば、その
心得もなしに称讃演説をす
る人が、当の人物について
真実を語ることができない
で、その人物の価値にはふ
さわしくないことを付け加え
て、称讃されている人の名
誉をかえって低めるような
ものである

19�だからわれ
われも、後の、
より卑小なもの
を何も付け加え
ないようにしよう
ではないか

20�そして、か
の者はこれらを
超えた所へ昇っ
ていって、これら
のものの原因者
であり、彼自身
はこれらではな
い

22�さらにまた、
善という本性は
すべてのもので
あるのではない
し、かといってま
た、すべてのも
ののうちのどれ
か一つであるの
でもない

23�なぜなら、善は或る一
つのものの、つまりすべて
のものに同じものの下にあ
ることになり、そしてすべて
のものに同じものの下にあ
りつつ、独自のもの、つまり
付加された差異によっての
み、異なる、ということにな
るだろう

24�とすると、そ
れは一つのもの
でなくて二つで
あり、その一方
は善でなく共通
の部分であり、
もう一方が善で
あるだろう

25�したがっ
て、それは
善と善でな
いものとか
らの混成物
である

26�とする
と、それは
純粋には、
また第一義
的にも、善
ではなくて、
それが

ーー共通す
る部分のほ
かにーー

分有するこ
とによって
善となった
あのものこ
そが、第一
義時に善で
あるだろう

28�すると、そ
れ自身は分有
によって善であ
り、それが分有
するかのもの
が、すべてのも
ののうちの何物
でもないことに
なる

30�しかもま
た、もしそれ
の内にこの
善があるの
だとすれば

ーー「この
善」とは、こ
れによって
その合成物
が善である
はずの差異
であるーー

これは他者
からそれの
基に有るの
でなければ
ならない

32�しかるに
すでにこの
善が単一で
あり、純然た
る善であっ
た

32�したがっ
て、それが
そこから生
じたそのも
とのものは、
はるかに純
然たる善で
ある

34�かくして第一義的な善、す
なわちターガトン（善そのもの）
は、すべての有るものを超えて
おり、純然たる善であり、自己
の身内に何も持たないで、一切
のものと不混であり、すべての
ものを超えつつ、すべtのもの
の原因者であることが、今やわ
れわれに明らかとなった

というのも、むろん
悪からは美も所由も
生じえないし、かと
いってまたアディア
ポラ（無記）のもの
からこれらが生じる
はずもないのだから

37�なぜな
ら、作る者
は作られる
ものよりも優
れているの
だから

38�なぜな
ら、より完全
なのだから


